
たどくのひろば 

http://tadoku.info 

1 

 

見えないものが見えるカード 

 

 今から、あるカードに関係する３つの話を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３人の子どもがいるお母さんがいます。ある日、このお母さんの携帯電話に、

たくさん電話がかかってきました。しかも、全部違う電話番号で、知らない人で

した。お母さんは、誰からだろう？怖いな…と思いながら、電話をかけました。

すると、電話から「公園にヘルプカードが落ちていますよ。」と聞こえてきまし

た。お母さんは、昨日のことを思い出しました。そういえば、公園から帰るとき、

息子がヘルプカードをつけていなかったかもしれない…。たぶん、公園で遊んで
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いる間に、ヘルプカードが邪魔になって、自分で取ってしまったのだろう…。「す

みません、子どもが公園に置いてきたようです。」とお母さんは電話で話しまし

た。「そうですか。『よく迷子になります』とカードに書いてあるから、心配しま

した。でも、元気ならよかったです。」と、電話から優しい声が聞こえました。

電話を切った後で、お母さんは息子さんと一緒に、ヘルプカードを取りに公園へ

向かいました。その途中で、また知らない番号の電話がたくさんかかってきまし

た。電話から「公園にヘルプカードが落ちていました。すべり台に置いておきま

すね。」と聞こえました。お母さんは、「ありがとうございます。すぐ、公園へ行

きます。」と返事をしました。優しい人が多い町だなと思って、温かい気持ちに

なりました。 

 

◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆ 

 

 ある男性は病院へ行くために、バスに乗りました。すると、お年寄りや体が不

自由な人のための優先席に若い女性が座っていました。男性は、なぜ若い女性が

この席に座っているのか？と思いながら、バスの一番後ろの席に座りました。バ

スは出発し、次のバス停で、杖を持ったお年寄りが乗ってきました。男性が後ろ

の席から見ていると、若い女性がすぐにお年寄りに席を譲りました。よく見ると、

若い女性はヘルプカードをつけていました。男性は、あっ！と思い、席を立ちま

した。若い女性の肩をたたいて、自分が座っていた席を譲りました。女性は笑顔 
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でお礼を言って、その席に座りました。実は、この男性もカバンのなかに、ヘル 

プカードを入れていました。しかし、この時は体調がよかったので、バスの中で

立っていても大丈夫だろうと思いました。男性は、優先席に座る若い女性を見た

とき、嫌な気持ちになりました。しかし、その後で、自分のことを恥ずかいと思

いました。 
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◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事が終わった後で、ある男性は地下鉄の駅の中を歩いていました。このとき、

30代ぐらいの男性が倒れていました。男性のところへ走っていって、「大丈夫で

すか！？」と聞きました。救急車を呼ぶため、携帯電話を探しました。もう一度、

倒れている男性を見ると、この男性は首から赤いカードをかけていました。ヘル

プカード？これはなんだろう？と思って、カードを見ました。「私は突然眠って

しまう病気があります。５分ぐらいで起きます。救急車を呼ばないでください。」

と書いてありました。約５分後、倒れていた男性は「あー、また眠ってしまった

…」と言って、起きました。眠そうな顔で「もう大丈夫です！」と言って、歩い
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ていきました。助けようとした男性は「起こしてごめんなさい」と謝りました。 

 

◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆◇◇◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 ヘルプカードは、赤いカードです。十字とハートのマークが書いてあります。

このカードは、足をなくした人、すぐ疲れる人、トイレが不自由な人、携帯の電

波やタバコの煙に弱い人、妊娠したばかりの人などが持っています。このような

人たちは、体の見えないところに何か問題があります。見ただけではわかりませ

ん。それを教えるために、ヘルプカードが作られました。みんなで助け合う社会

にするためです。 

 １つ目の話で、公園にヘルプカードを忘れた息子さんは自閉症で、コミュニケ

ーションに問題があります。迷子になったとき、うまく話すことができません。

お母さんは、息子さんがよく迷子になるので、いつも心配していました。そのた

め、電話番号を書いたヘルプカードを息子に持たせていたのです。２つ目の話で



たどくのひろば 

http://tadoku.info 

6 

 

は、ヘルプカードを持つ若い女性がお年寄りに席を譲りました。そして、ヘルプ

カードを持つ男性がその若い女性に席を譲りました。この男性は、心臓の病気の

ため、ヘルプカードを持っていたのです。３つ目の話は、突然眠ってしまう病気

の男性は、自分がいつ眠ってしまうかわかりません。みんなが驚かないように、

ヘルプカードに自分の病気について説明を書いておいたのです。 

  

 体のなかの問題は、家族や友達は知っています。しかし、他の人は、すぐには

わかりません。このカードは見えないものが見えるカードなのです。 

 

（1870字） 

（2021.4 Written by Wakiko FUTAKUCHI） 

（All pictures are drawn by Hinako FUJIMURA） 

 

＜参考資料＞ 

・東京都（2018）『ヘルプマーク・ヘルプカードエピソード集』 

 https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/helpmarkforcompany/lp/episode.html 

・「grape TREND」ウェブサイト「見知らぬ番号から相次ぐ着信、続く展開が『心に響

く』」 

 https://grapee.jp/894125 

（2021.5.1ウェブサイト確認） 
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ト：©たどくのひろば）。このライセンスのコピーを閲覧するには、https://creativecommons.org/licenses/by-nc-

sa/4.0/deed.jaを訪問して下さい。 
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